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最近日本でもブームとなっている脱出ゲーム事業
を、ご自身で始めようと思った経緯を教えてください。
　父の転勤に伴って10数年前から家族が住んでいるタ
イを訪れた際、初めて脱出ゲームを体験しました。閉じ
込められた空間で、仲間達と知恵を絞って謎を解いてい
き、制限時間内に脱出を試みる、という内容で、脱出し
た際には非常に達成感を得ました。
　そこで、これは娯楽としてだけでなく、企業のチーム
ビルディングとしても使えるのでは？と感じ、日本に
帰ってからいろいろとリサーチをして、可能性を検討し
てみたところ、事業として成り立つ見通しが立ちまし
た。元々ベンチャー支援活動などをしていたことや、他
にこの事業をやりそうな人もいなかったことから、創業
しようと決断しました。　

脱出ゲームが、日本でもヒットすると確信した
最大のポイントはなんでしょうか？
　ヒットするというか、必要だなと感じました。大人が
都市で楽しめる文化というと、映画、ダンスホール、ボ
ウリングときて、カラオケ以降、新しいものが出てきて
いません。大人が仕事帰りに知的に楽しめる文化として、
カラオケの次に来るものがこれじゃないかと思いました。
　さらに、子どもも一緒に楽しめて、お年寄りの脳トレ
にも役立ちます。今はネット上に多くの情報が溢れてい
ますが、自分から能動的に頭を使ったり、体を動かした
りする機会はそう多くはありません。でもここでは、ま
ず手を動かし、ヒントを探り当てた上で、知恵を絞ら
ないと脱出することはできません。きちんと仮説を立て
て、それに基づいて行動し、答えを導くというゲームを
通して得た成功体験を、日常生活に戻ってからも仕事や
プライベートで生かしていただければと思っています。

たとえばテーマパークなどにある既存の脱出
ゲームとの違いはなんでしょうか？
　昨今の日本における脱出ゲームは、ものすごくマニア
度が進んでいます。ある遊園地では、脱出率1％と謎解
きの内容もどんどん難解になっています。しかも、週末
は大行列状態で、2時間待ってやっと入っても、たった
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10分で途中失格となり終わってしまいます。
　一方、私たちが目指しているのは、気軽に楽しみ、成
功体験を持って帰れる空間の提供です。当社の施設は、
内装にもかなりお金をかけて、凝った造りになっており
ますので、マニアの方でも初めての方でも十分に楽しん
でいただけると思います。

海外からの観光客も多いそうですが、日本人と
外国人のお客様の割合、また利用目的として
ビジネス目的：エンターテイメント目的、
それぞれの比率を教えてください。
　海外からの観光客に限らず、外国人のお客様が全体の
6〜7割を占めています。目的別では、ビジネスとエン
ターテイメントは半々くらいなのでバランス的には良い
ですが、こちらもチームビルディングなどに利用される
お客様の6〜7割は、外国企業の日本オフィスの方々と
なっています。今後は日本人のお客様もより一層増やし
ていきたいと思っています。

今後の課題としては、どんなことがありますか？
　お客様からは「大阪や福岡などにも作ってほしい」と
か、「一度に遊べる人数を増やしてほしい」といったご

意見をいただいておりますので、全国各地にもっと規模
の大きい店舗を展開していきたいと思います。
　現在は30人同時プレーが最大ですが、企業の施設な
どを会場にした出張サービスでは、40〜 60人規模で
行なっています。これまでで最も大規模なものとして
は、ホテルの1階と3階の宴会場を使った1200人同時
プレーという、非常に大規模なものもあります。

今回、「創業助成事業」に申請されたきっかけと、
助成を受けてみて良かったことを教えてください。
　大田区の制度融資を利用した際にお世話になった信用
金庫さんのベンチャー支援チームからアドバイスをいた
だいて申請いたしました。世間的にとても珍しい事業内
容で、大きな資本が付いているわけでもありませんの
で、何より“公的機関のお墨付き”が欲しいと思いました。
　会社を経営していく上で、やはり信用は一番大事です
から。助成をいただけることになって、「怪しいもので
はありません。公社の助成事業です」と、胸を張って言
えることが、心の大きな支えになっています。

では最後に、これから創業を考えている方々へ
メッセージをお願いします。
　私は、人間はある程度のキャパがないと失敗もできな
い、逆に言えば、自分で処理できる大きさの失敗しかし
ないものだと思っています。そう考えると、その人にとっ
ての大きな失敗も、広い世の中から見ると大した失敗で
もないかもしれません。
　だから、失敗を恐れて動けないでいる人には、「対処
方法を考えながらも、やってみないことには何も始まら
ない。まずは、一歩踏み出してみることが大事」と、言
うようにしています。物事を経験するとキャパも広がっ
て、次のステージも見えてきます。
　私もこれまでに、さまざまな仕事で成功や失敗をして
きましたが、それらすべてが今に生かされているので、
やってみて無駄な経験はないと感じています。

左：制限時間60分内に解決して座る椅子は達成感の証
右：スリルな脱出ゲームを挑戦したチームの数々のショット！
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